
１．奨学事業（奨学金給付）

（１）選考日程

２０２５年４月１日（火）　　　　　　　　　　　　各大学宛募集書類発送　

２０２５年５月７日（水）～７月１１日（金）　　　応募書類締切

２０２５年７月１５日（火）～７月３１日（木）　　書類選考

２０２４年８月１８日（月）～８月１９日（火）　　Ｗｅｂ面接

２０２４年８月２１日（木）　　　　　  　　　　　最終選考

（２）奨学金給与額　

短期大学生　　　　　　　　　　１人月額　　８０，０００円

大学生　　　　　　　　　　　　１人月額　１２０，０００円

大学院生〈専門職学位課程〉　　１人月額　１２０，０００円

大学院生〈修士・博士課程〉　　１人月額　１４０，０００円

（３）選考結果 ： ２６名採用　　

応募者総数　　　　　　９４名（１３大学）

書類選考合格者　　　　２６名

面接受験者　　　　　　２４名（継続応募学生２名は面接免除）

面接合格者　　　　　　２４名

最終選考合格者　　　　２６名

奨学金給付対象者　　　２６名

【学校別合格者一覧（順不同）】

２０２５年度 事業報告書

Ｎｏ． 氏名（漢字） 氏名（カナ） 学校名 学部・研究科 学年 男女
継続
応募

特別加算金
対象者

１ 尚絅学院大学 心理・教育学群 ２ 女

２ 東北大学 工学部 ４ 男

３ 東北大学 経済学部 ３ 男 ☆

４ 東北大学 農学部 ３ 女

５ 東北大学 理学部 ４ 女

６ 東北大学 教育学部 ３ 女

７ 東北大学 情報科学研究科 Ｍ１ 男

８ 東北大学 農学研究科 Ｄ１ 男

９ 東北大学 薬学研究科 Ｄ１ 男

１０ 東北大学 薬学研究科 Ｍ１ 男

１１ 東北大学 理学研究科 Ｍ１ 男

１２ 東北大学 経済学研究科 Ｍ１ 男

１３ 東北大学 文学研究科 Ｍ１ 男



（４）大学院進学支援制度選考

２０２５年４月１日時点に在籍する学部４年生・修士２年生で、修士または博士課程に進学を

進学を志望する者を、大学院入学前に選考。（専門職学位課程への進学志望者は対象外。）

大学院進学後の５月に、４月に遡及して初回振込を行い、最短修業年限まで毎月給付する。

２０２５年１０月募集は、応募者１名の選考が行われたが、採用内定とはならなかった。

２０２６年４月募集は、応募者４名の選考が行われ、以下の１名が採用内定となった。

（５）特別加算金（成績優秀者）給付対象者選考

２０２６年４月１日時点の在籍奨学生３１名中、短大２年、大学２年、３年、４年（６年制

学部は６年生まで）に在籍する１５名を対象に、前年度履修科目がすべてＡ(優)など特別に

優秀な成績を修めた者を選考。（大学院生は対象外。）

毎月３万円（２０２６年４月より２万円⇒３万円に増額）の加算金を、以下の３名に給付中。

給付期間は２０２６年４月に遡及して６月に初回給付し、翌２０２７年３月までの１年間。

Ｎｏ． 氏名（漢字） 氏名（カナ） 学校名 学部・研究科 学年 男女
継続
応募

特別加算金
対象者

１４ 東北大学 情報科学研究科 Ｍ２ 女

１５ 東北大学 情報科学研究科 Ｍ１ 女

１６ 東北大学 生命科学研究科 Ｍ１ 女 ○

１７ 東北大学 工学研究科 Ｍ１ 女 ○

１８ 東北大学 経済学研究科 Ｓ１ 女

１９ 東北医科薬科大学 医学部 ３ 男

２０ 東北学院大学 法学部 ２ 女

２１ 東北工業大学 建築学部 １ 女

２２ 東北生活文化大学 家政学部 ４ 女

２３ 東北福祉大学 教育学部 ２ 男

２４ 東北福祉大学 総合福祉学部 ３ 女

２５ 宮城大学 食産業学研究科 Ｍ１ 女

２６ 宮城学院女子大学 教育学部 ２ 女

Ｍ： 修士課程

Ｄ： 博士課程

Ｓ： 専門職課程

個人コード 氏名（漢字） 氏名（カナ） 在籍大学院 研究科 学年 進学志望大学院 研究科

Ｍ２５１２３ 東北大学大学院
薬学研究科
（博士課程前期/修士）

Ｍ２ 東北大学大学院
薬学研究科
（博士課程後期/博士）

個人コード 氏名 学校名 学年 Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

Ｍ２４００７ 東北工業大学 ４ １６ ０ ０ １００ ０ ０

Ｍ２５５０１ 東北大学 ４ １０ ０ ０ １００ ０ ０

Ｍ２５５０４ 東北学院大学 ３ ２１ ０ ０ １００ ０ ０

評価別科目数 “Ａ”比率（％）



（６）奨学生説明会

２０２５年度新規採用奨学生を対象に、提出書類や年間スケジュール等について説明。

日時 ： ２０２５年９月９日（火）

会場 ： 株式会社守谷商会 東北支店 会議室

（７）奨学生研修懇親会

在籍奨学生４３名が出席して、研修懇親会を開催。

日時 ： ２０２５年１１月１４日（金）

会場 ： ウェスティンホテル仙台 

（８）奨学生文集『絆』

２０２５年３月、奨学生文集『絆』第１２号を発行。

２．奨学事業（大学院生向け研究助成金給付）

（１）選考日程

２０２５年９月１日（月）　　　　　　　　　　　　在籍奨学生（大学院生）宛募集書類送付

２０２５年９月１日（月）～１２月１０日（水）　　応募書類締切

２０２６年１月５日（月）～１月２０日（火）　　　書類選考

２０２６年３月４日（水）～３月５日（木）　　　　Ｗｅｂ面接

２０２６年３月３１日（火）　　　　　　  　　　　最終選考

（２）研究助成金交付金額

一人あたり一律 ４０万円

（３）選考結果 ： ６名採用　　

応募者総数　　　　　　７名

書類選考合格者　　　　６名

面接受験者　　　　　　６名

面接合格者　　　　　　６名

最終選考合格者　　　　６名

助成金交付対象者　　　６名

〈合格者一覧（順不同）〉

No. 個人コード 氏名（漢字） 氏名（カナ） 学校名 研究科 学年

１ Ｍ２５１１３ 東北大学大学院 経済学研究科 Ｍ１

２ Ｍ２５１２３ 東北大学大学院 薬学研究科 Ｍ１

３ Ｍ２５１２１ 東北大学大学院 農学研究科 Ｄ１

４ Ｍ２５１１７ 東北大学大学院 薬学研究科 Ｄ１

５ Ｍ２２５１２ 東北大学大学院 理学研究科 Ｄ２

６ Ｍ２２１０１ 東北大学大学院 薬学研究科 Ｄ２



３．会議などに関する事項

（１）理事会

議  事  事  項
会議の
結果

＜決議事項（決議の省略）＞

①２０２５年度代表理事による職務執行状況報告の件 可　決

②２０２４年度事業報告承認の件 可　決

③基本財産設定承認の件 可　決

④特定費用準備資金 （奨学金給付準備資金）積立額承認の件 可　決

⑤２０２４年度正味財産増減計算書並びに２０２５年６月３０日 可　決

　現在の貸借対照表及び財産目録他承認の件

⑥評議員候補者推薦の件 可　決

⑦理事候補者推薦の件 可　決

⑧監事候補者推薦の件 可　決

⑨選考委員選任の件 可　決

⑩定款一部変更承認の件　　 可　決

⑪奨学金給与規程改正承認の件 可　決

⑫研究助成金交付規程承認の件 可　決

⑬定時評議員会招集及び議案承認の件 可　決

＜決議事項＞

①２０２５年度代表理事による職務執行状況報告の件 可　決

②代表理事選定の件 可　決

（報告事項）２０２５年度新規奨学生選考結果報告の件 －

＜決議事項（決議の省略）＞

①２０２５年度代表理事による中間職務執行状況報告の件 可　決

②評議員候補者推薦の件 可　決

③評議員会招集及び議案決定の件 可　決

（報告事項）奨学生研修懇親会開催の件 －

＜決議事項（決議の省略）＞

①２０２５年度事業計画（変更）承認の件 可　決

②２０２５年度収支予算（変更）承認の件 可　決

＜決議事項＞

①２０２５年度代表理事による職務執行状況報告の件 可　決

②２０２６年度事業計画承認の件 可　決

③２０２６年度収支予算承認の件 可　決

④２０２６年度資金調達及び設備投資の見込承認の件 可　決

⑤所有株式の議決権行使承認の件 可　決

⑥奨学金給与規程一部変更承認の件 可　決

⑦評議員会招集及び議案決定の件 可　決

【第３９回】
２０２６年
１月３０日（金）

【第４０回】
２０２６年
３月１３日（金）

【第４１回】
２０２６年
５月２２日（金）

開 催 日

【第３７回】
２０２５年
８月２５日（月）

【第３８回】
２０２５年
９月１０日（水）



（２）評議員会

議  事  事  項
会議の
結果

＜決議事項＞

①２０２４年度事業報告承認の件 可　決

②基本財産設定承認の件 可　決

③特定費用準備資金（奨学金給付準備資金）積立額承認の件 可　決

④２０２４年度正味財産増減計算書並びに２０２５年６月３０日 可　決

　現在の貸借対照表及び財産目録他承認の件 可　決

⑤評議員の任期満了に伴う改選に関する件 可　決

⑥理事の任期満了に伴う改選に関する件 可　決

⑦監事の任期満了に伴う改選に関する件 可　決

⑧定款一部変更承認の件 可　決

（報告事項）収支相償の剰余金解消対策報告の件 －

＜決議事項（決議の省略）＞

①評議員選任の件 可決

（報告事項）奨学生研修懇親会開催の件 －

＜決議事項（決議の省略）＞

①２０２５年度事業計画（変更）承認の件 可　決

②２０２５年度収支予算（変更）承認の件 可　決

＜決議事項（決議の省略）＞

①２０２６年度事業計画承認の件 可　決

②２０２６年度収支予算承認の件　 可　決

③２０２６年度資金調達及び設備投資の見込承認の件　 可　決

（報告事項）奨学金給与規程一部変更報告の件 －

４．自主的・自律的なガバナンスの充実

２０２６年４月より、監事が３ヶ月毎に出入金伝票と代表理事捺印簿を照合して、

出入金伝票と代表理事捺印簿に監事確認印を捺印する運用を開始した。

期末に加えて、期中にも監事による定期的な会計チェック体制を導入することで、

ガバナンスを一層強化している。

以　　上 

開 催 日

【定時（第２５回）】
２０２５年
９月１０日（水）

【第２６回】
２０２６年
２月１６日（月）

【第２７回】
２０２６年
３月３０日（月）

【第２８回】
２０２６年
６月８日（月）



 
 
 

事 業 の 概 要 に つ い て 

 
 
1. 奨学金無償給与事業 

A：事業内容 
宮城県内の高等専門学校・短期大学・大学・大学院に在学している学生生徒、または、宮城県内の 

高等学校等を卒業して、他都道府県の短期大学・大学・大学院に在学する学生生徒で、学業、人物 

ともに優秀であって学資の支弁が困難と認められる学生生徒に対して奨学金を無償給与するとともに 

奨学生の生活指導及び助言を行う。 

B：対象者及び奨学金給与額 

（1）高等専門学校生（本科）     月額  80,000 円程度 

（2）高等専門学校生（専攻科）     月額 120,000 円程度 

（3）短期大学奨学生（本科）     月額  80,000 円程度 

（4）短期大学奨学生（専攻科）     月額 120,000 円程度 

（5）大学奨学生        月額 120,000 円程度 

（6）大学院奨学生（専門職学位課程）    月額 120,000 円程度 

（7）大学院奨学生（修士課程・博士課程）  月額 140,000 円程度 

  （具体的な給付額は、法人の財源状況等を考慮して変更する場合がある。） 
C：奨学金給与期間 

   正規の最短修業期間とする。 
D：奨学生募集方法 

奨学生の募集は、当法人ホームページに募集要項を掲載するほか、宮城県内の学校に対して選考 

基準等を記載した募集要項を送付する等して広く募集する。 
E：奨学生の採用方法 

成績要件及び所得要件を基に学校推薦により公募し、奨学生の採用は、下記選考基準に基づいた 

選考委員会（書類審査、面接）の選考を経て代表理事が決定する。 
選考基準（1）学業、人物が優秀と認められること。 

          （2）学費の支弁が困難と認められること。 
F：選考委員会 

選考委員会は、公平性を担保し、独立性をもって選考する。選考委員会委員は、当法人の理事会で 

選任された当法人の役員等（大学教授）の他、奨学金に関する専門的な知識及び知見を有する者の 

計 5名以内で構成する。なお、奨学金志望者と当該選考委員が、利害関係者となる場合（例：選考 

委員と同じ大学等）、当該選考委員を除いた委員で選考を行なう。 
G：その他 

（1）学業成績及び生活状況の報告 
→毎年度末学業成績表、生活状況報告書及び在学証明書を提出することとしている。 

（2）奨学生研修会 
→評議員、理事、監事等当法人の関係者等が所属する研究施設や企業施設訪問や各界の専門家を 

招いての講演会等を実施し、奨学生の知見の向上等に努めている。 
（3）奨学生文集等の発行 

→奨学生が取り組んでいる研究内容等を掲載する奨学生文集「絆」の発行。 

 

2. 研究助成金給与事業 

A：事業内容 
宮城県内の大学もしくは研究機関に在籍、または宮城県内に居住し大学もしくは研究機関に在籍して、 

自然科学、人文科学等の基礎的分野の研究を行なう研究者等に対して研究助成金を無償給与する。 

B：対象者及び研究助成金額 
（1）研究者    年間 120 万円程度 

（2）大学院生  年間 50 万円程度 

  （具体的な給付額は、研究内容や法人の財源状況等を考慮して変更する場合がある。） 

C：研究助成金給与期間 

   原則、4月 1日から翌年 3月 31 日までとする。 
 

 



 

 

D：研究助成金募集方法 
研究助成金の募集は、当法人ホームページに募集要項を掲載するほか、宮城県内の大学・研究機関に 

対して選考基準等を記載した募集要項を送付する等して広く募集する。 

E：研究助成金研究者等の採用方法 

所定様式の助成金交付申請書及び推薦者による推薦書を基に公募し、研究者等の採用は、下記選考 

基準に基づいた選考委員会（書類審査、面接）の選考を経て代表理事が決定する。 
選考基準  基礎的分野の研究であること、論文を掲載する書籍・雑誌等の専門性・学術的評価及び 

認知度、論文内容等を発表した学会や回数等、受賞歴等を総合的に勘案して決定する。 

F：選考委員会 
選考委員会は、公平性を担保し、独立性をもって選考する。選考委員会委員は、当法人の理事会で選任 

された当法人の役員等（大学教授）の他、研究助成に関する専門的な知識及び知見を有する者の計 5名 

以内で構成する。なお、助成金応募者と当該選考委員が、利害関係者となる場合（例：選考委員と同じ 

大学等）、当該選考委員を除いた委員で選考を行なう。 
 

3. 財源 

基本財産の運用益 

 


